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０１
年
６
月
９
日
０
　
３
時
３０
分
か

ら
、
中
央
大
学
の
都
心
新
拠
点
で
あ

る
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
自
門
４８

会
の
第
３
回
総
会

・
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
の
移
転
跡
地
を
本
学
が

９９
年
に
取
得
し
、
整
備
し
て
２
０
０

０
年
４
月
開
校
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で

す
。
現
在
は
社
会
人
大
学
院
、
産
官

学
連
携

・
共
同
研
究
、
司
法
試
験

。

公
認
会
計
士
等

の
国
家
試
験
対
策
、

大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ツ
ジ
に
活
用
さ

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
来
年
４
月
に

は
日
本
初
の
会
計

・
財
務
に
特
化
し

た
大
学
院
国
際
会
計
研
究
科

（専
門

大
学
院
）
が
開
校
。
０４
年
４
月
に
は

ロ
ー
ス
ク
ー
ル

（法
科
大
学
院
）
の

開
校
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
に
は
岩
手
県
、
長
野
県
、
新

潟
県
、
静
岡
県
な
ど
の
遠
方
か
ら
も

含
め
て
５５
人
の
仲
間
が
参
加
、
昨
年

同
様

の
規
模
と
な
り
参
加
者
減
少

を
心
配
し
て
い
た
幹
事
も

一
安
心
。

総
会
に
先
立

つ
特
別
講
演
会
で

は
、

ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
お
な
じ
み
の

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
編
集
委

員

・
本
学
学
員
の
野
崎

靖

博
氏

を
講
師

に
招

聘
。
演
題
は

「大
リ
ー

グ
で
頑
張
る
日
本
の
男

た
ち
」
。
野
茂
、
新
庄
も

た

　

話
題
に
入
れ
な
が
ら
、

れ
　
と
く
に
イ
チ
ロ
ー
に
関

剌
　
し
て
、
な
ぜ
彼
が
ア
メ

鰈
　
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
も
大

鞘
　
活
躍
で
き
て
い
る
の
か

り
　
に
つ
い
て
、
彼
の
育
っ

だ

　

た
家
庭
環
境
、
と
く
に

動
　
父
親
の
影
響
、
そ
こ
で

“
　
育
ま
れ
た
自
分
の
ス
タ

〈フ
　
イ
ル
を
貫
く
精
神
的
強

さ
と
自
信
、
そ
れ
を
支

え
る
日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ

練
習
な
ど
を
紹
介
。
日

本
の
よ
う
に
コ
ー
チ
が

あ
れ
こ
れ
画

一
的
に
い

じ
く

っ
て
ダ
メ
に
し
て

し
ま
う
よ
う
な
愚
は
お

か
さ
れ
ず
、
す
べ
て
自

己
責
任
を
前
提
に
個
性
を
大
事
に
し

て
く
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
野
茂
同

様
、
必
ず
成
功
す
る
と
信
じ
て
い
た

こ
と
を
分
か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
彼
我
の
文
化
の
違
い
と
教

育
に
も
通
ず
る
よ
う
な
見
事
な
話
に

満
足
し
た

一
時
間
で
し
た
ｑ

引
き
続
き
、
佐
山
洋

一
幹
事

（経

済
）
の
司
会
に
よ
っ
て
総
会
を
開
催
。

議
事
は
、
①
２
０
０
０
年
度
事
業
報

告
お
よ
び
決
算
②
２
０
０
１
年
度
事

業
計
画
お
よ
び
③
予
算
が
、
横
田
利

久
幹
事
長

（商
）
お
よ
び
森
雅
明
会

計
担
当
幹
事

（経
済
）
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
提
案
が
あ
り
、
特
段
の
質
問
も
な

く
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
④
幹
事
を
１０
名
増
員
し
６０

名
と
す
る
こ
と
の
会
則
改
正
提
案
、

⑤
慶
弔
規
定
を
充
実
す
る
こ
と
の
改

正
提
案
が
行
わ
れ
同
様
に
承
認
さ
れ

ま
し
た

（
１１
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
最
後

に
、
⑥
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
小
田
島
和
幸
選
管
委
員

長

（法
）
か
ら
、
二
役
会

・
幹
事
会

か
ら
選
管
委
員
長
宛
推
薦
さ
れ
て
い

る
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
他
に
立
候

補
者
が
い
な
い
の
で
会
則
第
１０
条
に

基
づ
き
こ
れ
ら
被
推
薦
者
が
新
役
員

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
と
し
て
選
任
さ

れ
る
旨
の
報
告
と
提
案
が
満
場

一
致

で
承
認
、
と
ど
こ
お
り
な
く
総
会
が

終
了
し
ま
し
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
市
ヶ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
開
催

（
３
ペ
ー
ジ
参

昭
じ
。二

次
会
は
、
曙
橋
通
り

「養
老
乃

瀧
」
で
。
自
由
参
加
制
に
も
か
か
わ

ら
ず
前
年
同
様
７
割
近
い
方
が
参
加

し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
午
後

１０

時
、
再
会
を
約
し
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

畿撻 48畿 1懇1親1会

第3回総会●懇親会|を開催
都心の新拠点市ケ谷キヤンパスで||■|■■|



会長あいさつ

楽しく刺激のある会に

中央大学学員会白問48会

会 長 森  雅 明 (経済学部)

早
い
こ
と
に

「白
門
４８
〈
至

は
発

足
か
ら
２
年
余
り
経
過
し
ま
し
た
。

先
の
総
会
に
向
け
て
役
員
改
選
の

論
議
の
な
か
で
、
会
長
は
各
学
部
持

ち
回
り
に
し
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な

り
、
今
度
は
お
前
が
や
れ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
受
け
る
べ

き
か
思
案
し
ま
し
た
が
、
東
ム
員

の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
れ
、
楽
し
く

お
互
い
に
刺
激
し
あ
え
る
会
を
目
指

せ
ば
良

い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
お

手
伝

い
が
出
来
れ
ば
良

い
だ
ろ
う
」

と
思
い
、
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
之

な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
年
の
間
、
安
藤
前
会
長
の

下
、
精
力
的
に
組
織
固
め
が
行
わ
れ
、

定
例
の
総
会
の
ほ
か
に
２
ヶ
月
に
１

度
の
幹
事
会

・
懇
親
会

・
忘
年
会

・

新
年
会
、
桜
の
植
樹
祭
等
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
多

数
の
参
加
者
を
得
た
こ
と
は
、
申
し

上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
同
好

会
も
１０
余
り
が
立
ち
上
が
り
、
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業

・
同
好
会
活
動
を

こ
わ
す
こ
と
な
く
、
役
員

・
幹
事
が

力
を
合
わ
せ
て
継
承

・
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今

後

の
課

題

１

「白
門
４８
〈
こ

の
事
業

・
同
好
会

活
動
に
会
員
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
土
壌
作
り

２
　
会
員

（仲
間
）
の
拡
大

こ
の
会
報
に
、
事
業

。
同
好
会
の

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
集
合
場
所
に
お
集
ま
り
い

た
だ
け
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
地
方
の
会
員
が
参

加
し
や
す
い
よ
う
な
施
策
も
練

っ
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
会
員
数
は
約
３
４
０
名
で

す
が
、
昭
和

４８
年
に
卒
業
し
た
仲
間

の
５
％
に
も
満
た
な

い
状
況
で
す
。

同
じ
時
代
に
同
じ
場
所
の
空
気
を
吸

っ
た
仲
間
た
ち
で
す
。
ど
こ
か
に
接

点
が
あ
る
は
ず
で
す
。
皆
さ
ん
も
ク

ラ
ス

・
ゼ
ミ

・
サ
ー
ク
ル
等
の
名
簿

を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
各
種
行
事

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
者
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
楽
し
く
ま
た
刺

激
の
あ
る
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

「ヽノ。楽
し
く
刺
激
の
あ
る

「白
門
４８
会
」

に
す
る
た
め
に
も
、
皆
様
の
積
極
的

参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

総会であいさつする森新会長
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長 長

森
　
雅
明
（経
済
学
部
）

金
子
健
治

（法
学
部
）

坂
本
賢

一
（経
済
学
部
）

江
川
修
司
（商
学
部
）

福
岡
　
悟
（理
工
学
部
）

佐
藤
（峰
越
）愛
子
（文
学
部
）

幹

事

長
　
横
田
利
久

（商
学
部
）

副
幹
事
長

事
業
担
当

新
倉
利
明
（経
済
学
部
）

会
計
担
当

国
領
義
男
（経
済
学
部
）

広
報
担
当

榎
本
真

一
（文
学
部
）

会
計
監
査

杉
本
（稲
葉
）光
子

（商
学
部
）

飯
塚
（小
林
）恭
子

（文
学
部
）

（法
学
部
）
安
藤
正
敏
　
石
坂
隆

植
野
（河
原
）妙
実
子

小
田
島
和
幸
　
小
松
田
貞
利

菅
原
進
　
利
根
川
永
司

成
田
清
治
　
新
井
田
研

一

野
澤
紀
雄
　
溝
口
猛
　
宮
本
博
志

（経
済
学
部
）
江
村
（生
田
）悦
子

佐
藤
豊
　
佐
山
洋

一

藤
原
忠
司
　
滝
田
健
司

平
野
昭

一　

矢
澤
米
夫

（商
学
部
）
井
沢
和
夫
　
］石
下
敏
英

川
嶋
直
人
　
紺
野
哲
雄

鈴
木
治
男
　
一昌
田
救
　
水
野
勝
俊

（理
工
学
部
）
長
谷
川
孝
雄

三
森
孝
悦
　
村
上

一
永

細
谷
教
雄
　
堀
井
勉
　
嶋
崎
修

（文
学
部
）
川
名
（松
澤
）
ま
ゆ
み

黒
羽

一
記
　
小
林
裕
　
小
林
秀
男

中
島
（猪
瀬
）
澄
子

弘
中
（下
島
）真
知
子
　
宮
崎
守

藤
野
（鈴
木
）美
知
子
　
矢
島
昇

吉
澤
（根
本
）
史
子
　
士
口
田
泰
介
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野
崎
靖
博
氏
の
講
演
、
通
常
総
会

に
引
き
続
き

「懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
国
領
、
佐
藤

（愛
）
司
会
者
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
恒
例
の
企
画
で
あ
る
抽

選
会
、
同
好
会
Ｐ
Ｒ
に
加
え
て

「
ワ

ハ
ハ
本
舗
」
の
舞
台
で
も
活
躍
す
る

マ
ジ
シ
ャ
ン

（？
）
の
ド
リ
ー
ム
か

ず
よ
し
師
、
道
具
運
搬
係
兼
運
転
手

と
し
て
来
場
し
て
急
返
歌
を
披
露
す

る
こ
と
に
な

っ
た
タ
レ
ン
ト
の
夏
川

侑
子
さ
ん
の
参
加
で
、
二
次
会
ま
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

（特
に

お
じ
さ
ん
た
ち
）
。

た
だ
、
教
室
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
設

営
と
い
う
こ
と
で
、
講
義
用
の
音
響

設
備
し
か
な
く
、
エ
コ
ー
、
Ｍ
Ｄ
装

置
、
音
量
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
甘
く
、

反
省

（国
領
司
会
者
の
カ
セ
ッ
ト
デ

ッ
キ
に
感
謝
）
。

ま
た
、
昨
年
の

「
４８
会
ウ
イ
ン
ド

ブ
レ
ー
カ
ー
」
に
引
き
続
い
て
販
売

し
た

「
４８
会
キ
ャ
ッ
プ
」
も
、
会
員

諸
兄
の
ご
協
力
と
川
嶋
、
小
林

（秀
）

両
幹
事
の
営
業
ス
マ
イ
ル

（？
）
で

完
売
し
、
幾
ら
か
の
利
益
を
本
会
計

に
組
み
入
れ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
乾
杯

騒動記
畑 バーテイー

レポーター

新 倉 利 明
(経済学部)

（追
記
）
二
次
会
で
、
夏
川
侑
子
さ

ん
の
Ｃ
Ｄ
予
約
係
を
か
っ
て
で
た
Ｋ

副
会
長

（Ｈ
学
部
）
と
代
引
で
三
枚

Ｃ
Ｄ
が
届
い
て
し
ま

っ
た
Ｅ
副
会
長

（Ｓ
学
部
）
と
の
問
題
を
沈
静
化
す

る
た
め
、
夏
川
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ
を
限
定

二
名
で
販
売
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
Ｅ
副
会
長
代
理
人
の

新
倉
ま
で
。

司会のふたり

マヽ．ツ一‐‥，ソ】「輸循蝙蘊』】む魏輪鰊軒｝一『
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写真同好会 ・

江戸文化を味わい駿河台界隈を徘徊する会

含同で雨の東京散策

お
雄

薦
教

や
谷

厳
細〓文

(理工学部)

４
月
２‐
日
は
、
「写
真
同
好
会
」
と

「
江
戸
文
化
を
味
わ

い
駿
河
台
界
隈

を
徘
徊
す
る
会
」

（以
降
は
徘
徊
会

と
記
す
）
合
同
の

「谷
中

・
根
津
撮

影
会

・
徘
徊
会
」
の
日
だ

っ
た
。

午
後

１２
時

４５
分
、
待
ち
合
わ
せ
場

所
の
上
野
駅
公
園
回
の
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
に
到
着
す
る
。
前
日
は
快
晴
の

暑
い
日
だ

っ
た
と

い
う
の
に
今
日
は

冷
た

い
小
雨
の
ぱ
ら

つ
く
寒

い
日
、

「
誰
か
心
が
け
の
悪

い
や
つ
が

い
る

な
あ
」
な
ど
と
、
自
分
の
こ
と
を
棚

に
上
げ
て
ぼ
や
く
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
に
は
そ
れ
ら
し

き
人
影
な
し
で
、
「
今
日
は
さ
す
が

に
中
止
じ
ゃ
な
い
の
か
な
あ
」
と
思

い
、
森
さ
ん
の
携
帯
電
話
を
な
ら
す

と
、
「
も
う
数
分
で
着
く

の
で
待

っ

て
て
下
さ
い
」
と
の
こ
と
。
ち
ょ
う

ど
午
後
１
時
に
な
る
と
あ

っ
と

い
う

間
に
１０
数
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

っ

て
し
ま
う
。
わ
れ
わ
れ
は
早
す
ぎ
た

ん
だ
と
納
得
す
る
。
し
か
し
こ
の
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ち
ゃ
ん
と
時
間

に
は
全
員
集
ま
る
と
こ
ろ
が
４８
会
の

凄
い
と
こ
ろ
だ
。

横
田
幹
事
長
が
連
絡
事
項
を
手
早

く
説
明
後
、
森
幹
事
か
ら
今
日
の
撮

影

・
徘
徊

コ
ー
ス
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
早
速
出
発
す
る
。

各
種
の
陶
器
の
古

い
お
酒
容
器
や
古

い
ビ
ー
ル
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
目
に

つ
く
。
谷
中
は
戦
災
で
も
焼
け
残

っ

た
そ
う
で
、
古

い
も
の
が
残

っ
て
い

る
よ
う
だ
。

みんなで記念撮影。後列左端が細谷夫妻

上
野
公
園
に
入
り
直
ぐ
の
噴
水
前

で
集
合
写
真
を
撮

っ
た
あ
と
、
上
野

公
園
を
芸
大
方
面
に
歩
き
始
め
る
。

公
園
の
脇
を
抜
け
て
い
く
と
、
重
要

文
化
財
で
あ
る
旧
音
楽
学
校
の
木
造

音
楽
ホ
ー
ル

「旧
奏
楽
堂
」
が
左
手

に
見
え
て
く
る
。
今
日
は
、
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
中
に
は
入
れ

な
い
が
、
建
物
を
外
側
か
ら
楽
し
む

こ
と
が
出
来
た
。

芸
大
の

「芸
術
資
料
館
」
は
、
立

派
な
た
た
ず
ま
い
の
建
物
で
、
「
さ

す
が
国
立
は
金
が
あ
る
な
あ
」
、
と

感
心
し
て
し
ま
う
。
良
く
考
え
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
の
税
金
か
ら
で
て
る
の
だ

け
ど
。

芸
大
横
の
通
り
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い

て
行
く
と
、
上
野
桜
木
交
差
点
で
こ

こ
か
ら
が
谷
中
だ
。
交
差
点
角
に
は
、

「
下
町
風
俗
資
料
館
別
館
」
が
あ
る
。

歩
道
上
に
ま
で
花
小
鉢
が
沢
山
は

み
出
し
て
い
る
花
屋
の
横
が

「谷
中

霊
園
」
。
「徳
川
慶
喜
」
の
お
墓
が
有

名
で
案
内
版
が
立

っ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

「
徳
川
慶
喜
」

の
お
墓
囲

い
は
普
段

は
鍵
が
か
か

っ
て
い
て
、
外
か
ら
覗

く
し
か
な
い
の
だ
が
、
今
日
は
ち
ょ

う
ど
掃
除
中
だ

っ
た
の
で
、
交
渉
上

手
の
幹
事
が
趣
旨
を
説
明
し
て
中
に

入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
中
に
入
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
こ

と
で
、
面
白

い
形
の
お
墓
を
近
く
で

観
察
で
き

て
貴
重
な
経
験
だ

っ
た
。

あ
の
お
墓
の
面
白

い
形
は
ど
こ
か
ら

き

て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
。
「座

っ
た

ま
ま
葬
ら
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ん
な

形
に
な

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
」
、

と
誰
か
が
言

っ
て
た
け
ど
、
ど
う
な

ん
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
「
鳩
山

一
郎
」

の
お
墓

□
¨

病院 ・福祉施設はじめ住宅 。商業ビルの
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を
見
学
す
る
。
音
羽
の
鳩
山
御
殿
の

立
派
さ
に
比
し
て
ず

い
ぶ
ん
と
庶
民

的
な
お
墓
に

一
同
び

っ
く
り
す
る
。

「
鳩
山

一
郎
」

の
お
墓
に
並
ん
で
い

る

「横
山
大
観
」
の
お
墓
も
、
大
観

の
名
声
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ご
く

普
通
の
お
墓
だ

っ
た
。

「谷
中
霊
園
」
を

一
周
し
た
と
こ
ろ

で

「白
門
５４
〈こ

の
メ
ン
バ
ー
、
谷

中
の
ジ
モ
ピ
ｌ
η
君
と
落
ち
会
う
。

こ
こ
ま
で
は
確
か
に
徘
徊
会
で
あ

っ

た
が
、
ジ
モ
ピ
ｌ
η
君
の
案
内
で
俄

然
歩
き
の
ビ

ッ
チ
が
上
が
る
か
に
見

え
た
。
が
、
ち
ょ
う
ど
小

一
時
間
た

ち
寒
い
の
で
通
り
道
に
あ

っ
た
有
名

な
？

「か
や
ば
珈
琲
」
に
て
休
憩
、

暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

一
息
つ
く
。

例
に
よ
り
、
佐
藤
さ
ん
が
今
回
の
会

費
を
テ
キ
パ
キ
と
集
め
始
め
る
。
残

念
な
が
ら
宴
会
に
出
ら
れ
ず
に
帰
る

メ
ン
バ
ー
も
い
て
、
計
算
は
大
変
だ
。

何
時
も
電
卓
を
用
意
し
て
、
間
違
い

な
く
処
理
し
て
く
れ
て
い
る
会
計
さ

ん
に
感
謝
。

名
前
ど
お
り
お
寺
が
軒
を
連
ね
て

い
る

「谷
中
寺
町
」
界
隈
を
散
策
す

る
。
徘
徊
会
の
メ
ン
バ
ー
が
わ
い
わ

い
言
い
な
が
ら
ぶ
ら
つ
い
て
い
る
と

道
行
く
人
が
、
「何
だ
こ
の
集
団
は
」

と
さ
さ
や
く
声
が
聞
こ
え
る
。
ま
さ

に
徘
徊
会
の
面
目
躍
如
。

和
菓
子
屋
さ
ん
や
豆
腐
屋
さ
ん
、

畳
屋
な
ど
古
い
お
店
が
連
な

っ
て
い

て
、
江
戸
文
化
の
香
り
が
残
る
場
所

だ
。
そ
の
寺
町
を
抜
け
て
行
く
と
、

谷
中
の
路
地
裏
に

「大
名
時
計
博
物

館
」
が
あ
る
。
ジ
モ
ピ
ー
の
案
内
が

な
け
れ
ば
と
て
も
行
き
着
か
な
い
よ

う
な
所
に
あ
る
。
こ
こ
は
、
陶
芸
家

の
故
上
回
愚
朗
が
生
涯
に
わ
た
り
収

集
し
た
大
名
時
計
を
保
存
す
る
た
め

に
、
昭
和
２６
年
３
月
に

「美
作
勝
山

藩
の
下
屋
敷
跡
」
に
設
立
し
た
も
の

だ
と
い
う
。

江
戸
時
代
の
時
刻
は
現
在
使
わ
れ

て
い
る
２４
時
間
の
定
時
法
と
は
異
な

り
、
不
定
時
法
を
用
い
て
い
る
。
不

定
時
法
と
は
、
夜
明
け
か
ら
日
暮
れ

ま
で
の
昼
を
六
等
分
、
日
暮
れ
か
ら

夜
明
け
ま
で
の
夜
を
六
等
分
し
た
時

刻
で
、
夜
明
け
と
日
暮
れ
は
季
節
に

よ
り
時
間
が
変
わ
る
た
め
、
昼
と
夜

の
長
さ
が
変
わ
り
、
一
時

（
い
っ
と

き
）
の
長
さ
が
変
わ
る
時
刻
だ
と
か
。

「
丑
三
つ
時
は
、
今
の
何
時
な
ん
だ

い
」
な
ん
て
言
っ
て
る
と
、
午
後
１

時
半
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う

吉
澤
さ
ん
が
合
流
し
て
き
た
。

さ
ら
に
谷
中
の
裏
道
を
ぶ
ら
つ
い

て
い
る
と
、
各
種
ネ
コ
の
人
形
な
ど

の
雑
貨
を
売

っ
て
い
る

「ね
ん
ね
こ

家
」
が
左
手
に
見
え
て
く
る
。
写
真

を
撮
ろ
う
と
す
る
と
ネ
コ
が
動
き
出

す
で
は
な
い
か
、
本
物
の
猫
も
い
た

ん
だ
。
「
ね
ん
ね
こ
家
」
の
お
隣
さ

ん
で
は
、
大
き
な

「ピ
レ
ネ
ー
大
」

が
お
り
、
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ
て

い
て
、
真

っ
自
で
す
ば
ら
し
い
。

藍
染
大
通
り
に
沿

っ
て
行
く
と
根

津
神
社
に
到
着
す
る
。
例
年
よ
り
２

週
間
早
い
と
い
う
満
開
の
さ
つ
き
、

つ
つ
じ
が
雨
に
ぬ
れ
て
す
ば
ら
し
く

綺
麗
。
こ
こ
で
は
皆
ば
ら
ば
ら
に
な

り
、
写
真
を
ま
じ
め
に
撮
る
メ
ン
バ

ー
あ
り
、
あ
ま
り
の
寒
さ
に

一
杯
や

る
メ
ン
バ
ー
あ
り
で
、
こ
の
ま
ま
流

れ
解
散
か
と
思
い
き
や
、
時
間
に
な

る
と
何
だ
か
ん
だ
と
い
い
な
が
ら
ほ

ぼ
全
員
集
合
す
る
と
こ
ろ
が
凄
い
。

い
や
あ
、
た
だ
皆
で
飲
ん
で
騒
ぎ
た

い
だ
け
な
ん
だ
よ
ね

（笑
い
）
。

今
日
の
打
ち
上
げ
は
、
西
日
暮
里

の

「魚
民
」
な
の
で
、
千
駄
木
駅
か

ら
地
下
鉄
を

一
駅
乗
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
２
時
間

一
本
勝
負
の
、

飲
み
放
題
コ
ー
ス
で
、
学
生
時
代
を

思
い
出
す
。

少
し
遅
れ
て
、
国
領
応
援
団
長
到

着
。
い
よ
い
よ
盛
り
上
が
り
、
さ
し

も
の
広

い
店
内
に
も
わ
れ
わ
れ
の
歌

声
が
ビ
ン
ビ
ン
響
き
渡
り
ち
ょ
っ
と

心
配
。
し
か
し
２
時
間

一
本
勝
負
の

飲
み
放
題
コ
ー
ス
は
、
寄
る
年
波
に

は
勝
て
ず
元
は
取
れ
な
か

っ
た
ん
じ

ゃ
な

い
か
な
あ
。
そ
れ
で
も
、
「
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
」
メ
ン
バ
ー
の
美
声

で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
国
領
応
援

団
長
の
指
揮
に
よ
る

「中
央
大
学
応

援
歌
」
の
大
合
唱
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
初
参
加
の
メ
ン
バ
ー
も
こ

れ
で
３０
年
来
の
友
人
と
な
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

前
日
が
２６
度
の
夏
日
だ

っ
た
の
に
、

最
高
気
温
が
９
度
に
し
か
な
ら
な
い

冷
た
い
小
雨
の
降
り
続
く
寒

い
日
で

し
た
。
あ
ま
り
の
寒
さ
に
お
し

っ
こ

が
近
い
の
で
ト
イ
レ
が
あ
る
た
び
に

小
休
憩
し
た
り
、
酒
屋
が
あ
る
た
び

に
飛
び
込
む
メ
ン
バ
ー
あ
り
で
大
変

な
徘
徊
会
で
し
た
が
、
心
は
心
底
暖

か
い

一
日
で
し
た
。
幹
事
さ
ん
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
、
ま
た
楽
し
い
コ
ー

ス
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

個
人
的
に
は
、
今
回
妻
を
同
行
し

て
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
や
吉
澤
さ
ん
た
ち
に
、
「ま

た
参
加
し
て
ね
」
と
い
わ
れ
、
ず
う

ず
う
し
い
妻
は
既
に
次
回
の
会
を
期

待
し
て
い
る
様
子
で
す
が
、
仲
間
に

入
れ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

谷中霊園で慶喜公の墓所を見学する会員
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ヽ箱根駅伝応援同好会

木下監督を回む会を開催

文=新 倉 利 明
(経済学部)

７
月
６
日
（金
）
、
箱
根
駅
伝
応
援

同
好
会
に
よ
る
母
校
陸
上
競
技
部
木

下
澄
雄
監
督
を
囲
む
会
が
西
新
宿

「
有
望
新
人
」
な
ど
駅
伝
談
義
に
花

を
咲
か
せ
、
大

い
に
盛
り
上
が

っ
た

会
合
で
あ

っ
た
。

「安
具
楽
買
あ
ぐ
ら
）
で
開
催
さ
れ
た
。　
　
　
Ｈ
月
４
日
に
は
、
成
田
幹
事
を
中

昨
年
の
第

一
回
に
引
き
続
い
て
の
　
　
心
に
全
日
本
大
学
駅
伝

（伊
勢
駅
伝
）

開
催
だ
が
、
本
年
は
主
将
の
富
田
善
　
　
の
応
援
に
参
加
す
る
こ
と
も
急
速
決

継
君
、
主
務
の
矢
野
圭
介
君
も
参
加
。　
　
定
。
富
田
選
手
、
矢
野
選
手
の
エ
ン

ま
た
わ
れ
わ
れ
の
先
輩
に
あ
た
る
遠
　
　
ト
リ
ー
、
快
走
も
期
待
し
た
い
。

矢
良
隆
氏
、
江
部
克
也
氏
も
参
加
さ
　
　
　
４８
会
の
会
員
諸
兄
の
ご
参
加
を
お

れ
、
「
不
減
の
箱
根
駅
伝
六
連
覇
」
　

願
い
申
し
上
げ
る
。

後列右から4人 目が木下監督

事務所  〒438-003 6  静 岡県磐 田市見付3719-1

丁E L 05 3 8 - 3 5 9 2 2 1

FAX 0538-32-8735

税 理 士  長  尾 仁

長尾会計 事務所

グルメ同好会主催

栃木市散策と宇都宮餃子ツアーに参加して

文=佐 山 洋 一

(経済学部)

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
現
地

へ
。

白
門
４８
会
会
報
４
号
で
計
画
を
お

知
ら
せ
し
て
い
た
グ
ル
メ
同
好
会
の

宇
都
宮
餃
子
日
帰
リ
ツ
ア
ー
に
便
乗

し
て
、
写
真
同
好
会
（榎
本
副
幹
事
長

夫
妻
他
２
名
）
と
箱
根
駅
伝
応
援
同

好
会

（名
古
屋
勤
務
の
成
田
幹
事
他

３
名
）を
含
む
総
勢
１４
名
で
、
８
月
２５

日
（土
）
朝

９
時
新
宿

駅
西

ロ
ス

バ
ル
ビ

ル

前
か
ら

レ

ン
タ
ル
し

た

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で

出
発
し
た
。

昼
食
は
出
流
山
満
願
寺
の
参
道
に
あ

る

「
い
づ
る
や
」
で
、
舞
茸
の
天
雄

羅
手
打
ち
そ
ば
を
食
べ
る
。
量
が
多

か

っ
た
が
、
残
さ
ず
食
べ
き

っ
た
。

食
事
が
す
ん
だ
ら
最
初
の
目
的
地

栃
本
市
の
散
策
で
あ
る
。
栃
木
市
は

川
と
倉
が
調
和
さ
れ
、
古
い
町
並
み

は
な
か
な
か
風
情
が
あ

っ
た
が
、
こ

の
日
は
蒸
暑
い
。
途
中
ア
イ
ス
を
食

べ
て
も
活
力
が
湧
か
ず
、
約
半
数
は

車
に
戻
り
昼
寝
。

全
員
集
合
で
宇
都
宮
餃
子
館

へ
。

こ
こ
で
現
地
の
渡
辺
会
員
と
合
流
し
、

時
間
は
少
し
早
い
が
懇
親
会
と
な
る
。

宇
都
宮
の
会
員
の
参
加
が
少
な
か

っ

た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
色
々
の
餃

子
を
食
べ
な
が
ら
懇
親
を
深
め
、
ま

た
来
る
機
会
を
作
ろ
う
と
語
り
な
が

ら
帰
路
に
着

い
た
。

蔵と川をバックに参加者一同

川べりを散策する会員たち

この店で食べました

日本人の足は、日本人の手で創りたい。

それが浅草の靴職人です。

○剛GINALCOMFORT Goi・
G・ i・B・ aOB・ a

GiGiBaBa SHOP(店 舎甫)  

士 婦

年 19,8100か
ら

〒110‐0004 東京都台東区下谷2-24-11-104 Te1 03-3874-9615

サカエブロス (本社工場)

〒111-0024 東京都台東区今戸2-36-10   Te1 03-3874-9611



春の王者 日大を打倒′ 学生スポーツ応援同好会

東都大学野球 秋の開幕戦観戦
〈
日
―
中
〉
中
大
が
相
手
ミ

ス
を
逃
さ
ず
得
点
し
た
。
２
回

に
石
川
の
先
制
打
と
敵
失
で
２

点
。
同
点
で
迎
え
た
７
回
、
３

つ
の
敵
失
と
榊
原
、
申
原
の
適

時
打
で
３
点
を
入
れ
た
。
日
大

は
守
り
の
ミ
ス
で
反
撃
ム
ー
ド

を
断
た
れ
た
。

９
月
１
日
（土
）
、
ど
こ
と
な
く
秋

の
気
配
が
漂
う
神
宮
球
場

へ
わ
れ
わ

れ

「
学
生
ス
ポ
ー
ツ
応
援
同
好
会
」

は
、
お
揃
い
の
帽
子
を
被
り
、
東
都

大
学
野
球
秋
の
開
幕
戦

「中
央
対
日

大
」
第

一
戦
の
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

日
大
は
、
春
季
リ
ー
グ
戦
の
優
勝

校
で
、
黄
金
期
を
迎
え
た
と
い
わ
れ

る
強
豪
校
。
し
か
し
日
大
側
の
応
援

は
人
も
ま
ば
ら
で
、
人
数

・
熱
気
で

は
中
央
が
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
。
応

援
団

・
チ
ア
ガ
ー
ル
は
も
と
よ
り
、

学
生
も
以
前
よ
り
増
え
、
大
勢
の
熱

心
な
Ｏ
Ｂ
と
も
ど
も
、
気
合
の
入

っ

た
応
援
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

肝
心
な
試
合
も
、
随
所
に
溌
刺
と

し
た

・
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
、
何
と
５
対

２
で
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
点
が
入
る
度
に
応
援
歌
を
声

高
ら
か
に
歌
い
、
勝
利
の
喜
び
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

わ
が
会
員
も
、
横
断
幕
を
持

っ
て

ス
タ
ン
ド
を
走
る
者
、
い
つ
の
間
に

か
チ
ア
ガ
ー
ル
と
一肩
を
組
ん
で
い
る

者
、
等
々
皆

３０
年
前
に
戻

っ
た
気
分

で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

な
お
、
第
二
戦
は
負
け
ま
し
た
が
、

第
三
戦
は
劇
的
な
延
長
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
を
収
め
、
昭
和

５４
年
春
以
来
の
優

勝
に
向
け
絶
好
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
も

５０
歳
台
を
迎
え
、
仕

事
や
家
庭
で
も
何
か
と
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
る
年
代
と
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、

た
ま
に
は
全
て
を
忘
れ
て
大
き
な
声

で
ス
タ
ン
ド
で
騒
い
で
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
懐
か
し
い
校
歌
や
応
援
歌

を
歌
い
、
青
春
時
代
に
戻

っ
て
楽
し

も
う
と
い
う
の
が
こ
の
会
の
目
的
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
秋
は
、
こ
の
後
ラ
グ
ビ
ー
の
応

援
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

文=金 子 健 治
(法学部)

スタンドに陣どった会員たち
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誰でも参加できますノ の時刻に集合場所へお越し下さい

☆
会
員
の
み
な
さ
ん
同
士
が
会
え
る

機
会
を
少
し
で
も
活
用
す
る
た
め
に
、

多
摩
校
舎
で
例
年
開
催
さ
れ
て
い
る

大
学
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

に
白
門
４８
会
は
組
織
参
加
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
当
日
は
１２
時
半
に
懇

親
会
場

（第

一
体
育
館
）
に
自
門
４８

会
の
職
を
た
て
て
集
合
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
多
摩
校
舎

も
敷
地
に
モ
ノ
レ
ー
ル
が
乗
り
入
れ

て
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
よ
。

日
　
時
　
１０
月
２８
日

（日
）

１２
時
半

場
　
所

中
央
大
学
多
摩
校
舎
第

一
体
育
館
前

西
早
稲
田

・
神
楽
坂
散
策

※
概
略
コ
ー
ス

¨
高
田
馬
場
駅
↓
甘

泉
園
公
園
↓
都
電
早
稲
田
駅
↓
早

稲
田
大
学
↓
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
↓
大
隈
庭
園
↓
神
楽
坂

（約

５
ｋｍ
）
宴
会
開
始
１７
時
３０
分

〈
バ
　
費

¨
４
０
０
０
円
く
ら
い

蒻
椰
郵
“機
冶
警

鶉

柵

甲
“一”出
露

一Ｔ
Ｔ
Ｖ

輻
”
Ｔ
，̈譜
豪
露

一■

島

一一Ｔ
Ｔ
Ｔ
讐
由出
品
∴
島
轟
，

卍翻一熱縮就喘鴨鵠』

財

瀞̈

無
軸
轍
機
椰

輻

10 10 水
箱根駅伝

応援打合せ

箱根駅伝

応援同好会

19時 プリオール

(駿河台記念館)

新倉利明

090-3232-6343

10 28 日
ホーム   ☆

カミングデー 白門48会
12時30分 中央大学

多摩校舎第一体育館前

横田利久

03-5368-3511

11 3 土 金沢八景鯵釣 り 釣同好会
7時 金沢八景 鴨下丸

045-786-9141

石坂 隆

03-3817-1976

11 4 日
全日本大学駅伝

応援 (伊勢)

箱根駅伝

応援同好会

新倉利明

090-3232-6343

月 幹事会定例会 白門48会
18時30分

駿河台記念館 7階

横田利久

03-5368-3511

11 土
奥多摩ハイク

と撮影会

ハイキング同好会

写真同好会

9時  JR立 川駅

中央改札国内側

森 雅明

090-1053-2034

1 土
ラグビー応援

(対専大戦)

学生スポーツ

応援同好会

13時15分

東西線西葛西駅改札口

金子健治

03-5932-1950

９

″

つ
´ 水 忘 年 会 白F148会

18時30分 プリオール

(駿河台記念館)

横田利久

03-5368-3511

2 水 箱根駅伝 (往路)
箱根駅伝

応援同好会

11時

箱根大平台 大カーブ

新倉利明

090-3232-6343

3 木 箱根駅伝 (復路)
箱根駅伝

応援同好会

8時

箱根大平台 大カーブ

新倉利明

090-3232-6343

つ
´ 土 幹事会 ・新年会 白門48会

18時30分

藩

横田利久

03-5368-3511

16 土
西早稲田～

神楽坂散策※

散策する会 ・

写真同好会

14時 JR高 田馬場駅

早稲田口Flビル1階ロビー

細谷教雄

03-5386-8631

つ
´ 火 幹事会定例会 白門48会

18時30分

駿河台記念館 7階

横田利久

03-5368-3511

月欄の白ヌキは平成14年

社団法人東京都宅地建物取引業協会員/東 京都知事免許(4)第57855号
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東京都武蔵村山市岸2-17-1
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FAX 042-560-0414
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木下不動産鑑定事務所
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平
成
９
年
よ
り
３
年
程
大
阪
支
店

に
て
勤
務
し
ま
し
た
が
、
赴
任
前
は

初
め
て
の
地
で
、
ま
た
不
動
産
と

い

う
Ｉ
Ｔ
時
代
で
も
人
脈
頼
り
の
職
業

柄
不
安
が

一
杯
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
不
安
も
杞
憂
に
終

わ
り
実
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
赴
任
後
直
ち

に

「学
員
会
大
阪
支
部
」
に
入
会
し
、

大
勢
の
同
窓
の
方
々
と
お
知
り
合

い

に
な
れ
た
か
ら
で
す
。

大
阪
に
は
支
部
員
だ
け
で
も
約
２

５
０
０
人
の
学
員
が
お
り
、
図
々
し

く
お
邪
魔
し
て
も
嫌
な
顔

一
つ
せ
ず

お
会

い
し
て
く
だ
さ
り
、
仲
介
や
鑑

定
の
仕
事
も
相
当
数
頂
戴
し
、
加
え

て
私
的
に
は
大
阪
の
夜
も
満
喫
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
と
い
う

縁
だ
け
で
公
私
共
々
楽
し
く
お
付
き

合

い
出
来
る
素
晴
ら
し
さ
を
痛
感
し

た
も
の
で
す
。

大
阪
支
部
は
春
に
は
大
相
撲
本
学

出
身
力
士
激
励
会
、
秋
に
は
大
学
女

子
駅
伝

で
来
阪
す
る
選
手

の
激
励

会

・
競
技
の
応
援
等
々
行
事
も
数
多

く
あ
り
、
ま
た
総
会
に
も
１
５
０
人

前
後
が
出
席
す
る
等
活
動
も
活
発
で
、

母
校
に
対
す
る
思
い
も
大
変
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
の
卒
業
生
は
、
社
会
に
出
る

と
出
身
校
を
中
々
言
わ
な
い
と

い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
社
会
の

多
方
面

・
全
国
各
地
で
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ

が
活
躍
し
て
い
る
大
学
は
日
本
で
も

そ
う
そ
う
な
い
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
胸

を
張

っ
て
、
中
央
卒
と
言

っ
て
下
さ

い
。
そ
れ
が
活
発
な
活
動
を
行

っ
て

い
る
各
地
地
域
支
部
や
わ
が

「白
門

４８
会
」

の
様
な
年
次
支
部
等
の
皆
さ

ん
の
思
い
に
も
報

い
る
こ
と
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ

「白
門
４８
〈
こ

の
総
会
等
に

出
席
し
て
い
な
い
方
も
、
同
好
会
活

動

・
毎
月
の
懇
親
会
等
々
い
ろ
ん
な

参
加
の
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ

一
度
顔
を
出
し
て
下
さ
い
。
仕
事

上
の
思
惑
や
利
害
関
係
の
な
い
心
か

ら
楽
し
め
る
会
で
す
。
最
初
は
知
ら

な
い
顔
ば
か
り
で
す
が
、
駿
河
台
の

思
い
出
話
で
直
ぐ
な
じ
め
ま
す
。
先

ず
は
Ю
月
２８
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
お
越
し
下
さ
い
。
秋
の

一
日
、

新
し
い
母
校
の
姿
を
見
学
し
な
が
ら
、

旧
交
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
幹
事

一
同

お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
グ
ル
メ
同
好
会
様

渡
　
辺
　
清

（文
学
部
）

８
月

２３
日
、　
一
通
の
速
達
葉
書
が

わ
が
家
に
届
き
ま
し
た
。
中
大
白
門

４８
会
グ
ル
メ
同
好
会
の
佐
藤
愛
子
代

表
か
ら
の
も
の
で
し
た
。
２５
日
の
土

曜
日
に
、
グ
ル
メ
同
好
会
で
、
私
の

住
む
栃
木
県
の
栃
本
市
と
宇
都
官
市

を
訪
問
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

４８
会
の
各
同
好
会
が
活
発
な
活
動

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
は
い
ま
し
た

が
、
わ
が
栃
木
県
ま
で
足
を
仲
ば
し

て
く
る
と
は
ち
ょ
っ
と
驚
き
で
し
た
。

で
も
そ
こ
は
グ
ル
メ
家
諸
氏
。
飽
く

な
き
食

へ
の
こ
だ
わ
り

。
食
文
化
探

究

へ
の
意
欲
を
思
う
と
当
然
の
こ
と

と
納
得
で
き
ま
し
た
。

当
日
、
私
は
仕
事
の
都
合
で
栃
木

市
で
の
昼
食

の

「
出
流

（
い
づ
る
）

そ
ば
」
に
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
夕
刻
の

「宇
都
宮
餃
子
」
に

は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇
都
宮
は
、
餃
子
の
消
費
量
日
本

一
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
数
年

餃
子
を
宇
都
宮
の
名
物
と
し
て
売
り

出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ

っ

て
か

「宇
都
宮
餃
子
」

の
名
も
か
な

り
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
の

証
拠
に
、
味
に
つ
い
て
は

一
家
言
も

つ
中
大
白
門
４８
会
の
グ
ル
メ
同
好
会

の
メ
ン
バ
ー
が
、
わ
ざ
わ
ざ
当
地
ま

で
味
見
に
来
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
。

チ
ー
ズ

・
エ
ビ

・
ホ
タ
テ

。
キ
ム

チ

・
椎
茸

・
舞
茸

・
フ
カ
ヒ
レ
等
々
、

こ
れ
ら
す
べ
て
が
餃
子
に
な
る
の
で

す
。
本
市
出
身
の
私
で
も
ほ
と
ん
ど

が
初
物
で
あ
り
、
随
分
工
夫
し
て
い

る
な
と
感
心
し
た
の
で
す
が
、
同
時

に
や
や
複
雑
な
思
い
に
も
な
り
ま
し

た
。
か

つ
て
若
か
り
し
頃
、
空
腹
を

満
た
す
た
め
に

「水

（
ス
イ
）
ダ
ブ

ル
、
焼
き
ダ
ブ
ル
、
ラ
イ
ス
も
付
け

て
」
と
注
文
し
、
水
餃
子
の
汁
は
全

部
飲
み
干
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

新
規
開
発
の
努
力
を
認
め
つ
つ
も
、

音
な
が
ら
の
ニ
ン
ニ
ク
た

っ
ぶ
り
の

餃
子
を
ま
ず
大
事
に
し
て
い
き
た
い

と
願
い
、
遠
方
か
ら
餃
子
を
食
べ
に

訪
れ

て
く
る
人
に
は

「
焼
き

。
揚

げ

・
水
」
を
腹

一
杯
食
べ
て
も
ら
い
、

時
間
を
置
い
て

「新
餃
子
？
」
を
試

し
て
も
ら
う
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
は
な

い
か
。
変
化
の
激
し
い
世
の
中
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
古
き
良
さ
も
見

失
わ
な
い
こ
と
で
本
物
足
り
う
る
と

の
思
い
か
ら
で
す
。

４８
会
の
皆
様
、
大
卒
後

２８
年
が
過

ぎ
着
実
に
歳
は
重
ね
ま
し
た
が
、
食

欲
は
生
き
る
こ
と

へ
の
貪
欲
さ
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
す
。
グ
ル
メ
同
好

会
の
活
動
は
確
か
に
味
の
あ
る
深
い

も
の
で
す
ね
。
ま
た
の
お
越
し
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

り|レー7.
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(法学部)
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リ
難
病

「拡
張
型
心
筋
症
」

久
々
の
香
港
出
張
か
ら
成
田
に
着

い
た
の
が
木
曜
日
の
夕
方
、
空
腹
で

あ

っ
た
が
自
宅
に
帰
り
た
く
ビ
ー
ル

も
我
慢
し
て
京
成
の
特
急
に
飛
び
乗

っ
た
。

ひ
ど
く
疲
れ
て
い
る
な
―
と
感
じ

な
が
ら

１０
時
に
帰
宅
し
た
が
熟
睡
が

出
来
な
い
。

翌
日
は
少
し
早
め
に
会
社
に
行
き

溜
ま

っ
て
い
た
メ
ー
ル
と
報
告
書
を

書
き
、
結
局
７
時
半
ぐ
ら
い
ま
で
事

務
所
で
ば
た
ば
た
と
仕
事
を
し
て
、

退
社
。

土
曜
日
は
い
つ
も
で
あ
れ
ば
カ
ミ

サ
ン
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、ヽ泳
ぐ
の

だ
け
ど
、
い
や
に
だ
る
い
の
で
中
止

し
て
、
二
人
で
外
で
食
事
を
済
ま
せ
、

い
つ
も
の
時
間
に
休
ん
だ
。

横
に
な
る
と
昼
間
は
何
で
も
な
か

っ
た
の
に
い
や
に
咳
が
出
て
胸
が
音

し
い
。
仰
向
け
に
な

っ
て
も
横
向
き

に
な

っ
て
も
同
じ
。

こ
れ
は
変
だ
な
と
思

っ
て
い
る
と

カ
ミ
サ
ン
が
起
き
て
き
て
、
カ
ミ
サ

ン
の
判
断
で
急
い
で
病
院

へ
行
く
事

に
し
た

（運
転
は
カ
ミ
サ
ン
に
頼
む
）。

時
間
は
夜
中
の
３
時
半
で
、
あ

っ

と
い
う
間
に
市
立
病
院
の
緊
急
外
来

に
着
い
た
。
し
ば
ら
く
待
た
さ
れ
た

が
心
電
図
、
採
血
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

撮
り
、
「入
院
で
す
ね
」
の
医
師
の

一

一言
で
４０
日
間
の
入
院
生
活
が
始
ま

っ

た
。朝

病
室
に
心
臓
内
科
の
担
当
医
が

挨
拶
に
こ
ら
れ
早
速

「心

エ
コ
ー
」

の
検
査
を
受
け
た
が
、
後
日
、
カ
テ

ー
テ
ル
検
査
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
。

検
査
室

へ
の
移
動
に
は
車
椅
子
、

酸
素
マ
ス
ク
に
点
滴
と
完
全
な
病
人

に
な

っ
た
が
、
た
ま

っ
て
い
た
胸
の

水
を
と
る
。

大
量
の
尿
が
出
た
あ
と
は
不
思
議

に
胸
苦
し
さ
が
な
く
な

っ
た
。

し
か
し
カ
テ
ト
テ
ル
検
査
の
結
果

は

「拡
張
型
心
筋
症
」
と
言
う
難
病
。

医
師
の
検
査
結
果
を
聞
い
て
も
ぴ
ん

と
こ
な
い
が
ど
う
や
ら
大
変
な
病
気

ら
し
い
。

判
り
や
す
く
言
う
と
伸
び
切
っ
た

風
船
の
よ
う
に
な

っ
た
心
臓
の
伸
縮

性
が
悪
く
な
る
病
気
と
い
う
。
原
因

が
不
明
な
の
で
今
後
は
血
圧
を
下
げ

て
心
臓
の
負
担
を
軽
く
し
、
血
流
を

よ
く
す
る
薬
を
飲
む
治
療
に
入
る
。

検
査
後
は
塩
分
６
ｇ
の
食
事
に
変

わ
り
利
尿
剤
と
心
臓
の
薬
は
も
ち
ろ

ん
の
事
、
水
分
制
限
も
は
じ
ま
っ
た
。

水
分
は
我
慢
が
出
来
た
が
、
塩
分

６
ｇ
の
食
事
は
つ
ら
か
っ
た

（通
常

の
食
事
の
半
分
以
下
）
。
な
に
を
食

べ
て
も
味
が
し
な
い
。
そ
の
う
ち
食

事
の
時
間
が
苦
痛
に
な
る
が
、
腹
は

減
る
の
で
仕
方
な
く
他
の
患
者
さ
ん

の
食
事
を
う
ら
や
ま
し
い
日
で

（き

っ
と
い
や
し
い
目
つ
き
）
見
な
が
ら

食
べ
た
。

結
局
、
４０
日
で
退
院
で
き
た
が
、

以
後
自
宅
に
帰

っ
て
か
ら
過
激
な
運

動
、
ス
ト
レ
ス
を
避
け
、
な
る
べ
く

お
と
な
し
く
し
て
い
る
療
養
生
活
が

続
い
て
い
る
。

入
院
前
の
多
忙
さ
と
ス
ト
レ
ス
は

（誰
も
が
あ
る
と
思
う
が
）
限
界
を

超
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

入
院
す
る
月
は
た
ま
た
ま
１
年
に

一
度
の
人
間
ド
ツ
ク
の
検
診
日
だ
っ
た
。

ぃ
ま
ゃ
４８
会
メ
ン
バ
ー
は
５０
歳
を

過
ぎ
、
自
分
の
身
体
に
過
信
は
禁
物
。

大
病
は
自
身
が
つ
ら
い
思
い
を
し
て
、

家
族
を
心
配
さ
せ
る
だ
け
。
皆
様
ご

自
愛
を
。

小 林 秀 男
(商学部)

出
会
い
は
駿
河
台
発
′

白
門
会
を
結
成
し
よ
う
と
準
備
委

員
会
が
初
め
て
集
ま

っ
た
の
が
駿
河

台
記
念
館
、
仲
間
の
雰
囲
気
の
良
さ

に
乗
せ
ら
れ
て
居
酒
屋

「藩
」

へ
の

コ
ー
ス
が
定
着
し
た
。

私
は
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
入
り
仲

間
を
得
、
地
方
行
政
研
究
会
に
属
し

情
報
交
換
の
機
会
を
得
、
国
際
交
流

同
好
会
で
は
駐
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大

使
で
あ
る
ソ
マ
デ
ィ
氏
の
講
演
を
聞

き
、
そ
の
あ
と
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
海
原
を
連
想
さ
せ
る
ガ
ム
ラ
ン
音

楽
に
触
れ
魅
了
さ
せ
ら
れ
た
。
い
ず

れ
も
吉
田
、
矢
島
、
溝
日
、
小
林

（裕
）
さ
ん
ほ
か
各
同
好
会

の
幹
事

さ
ん
の
お
陰
で
あ
る
。

で
も
、
何
と

い
っ
て
も

４８
会
の
良

い
と
こ
ろ
は
、
二
ヶ
月
に

一
度
定
例

的
な
幹
事
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
だ
。
誰
で
も
参
加
自
由
で
、

そ
こ
へ
行
く
と
い
つ
で
も
仲
間
と
語

り
合
え
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。

お
互
い
に
励
ま
し
合

い
厳
し
い
社
会

を
乗
り
切
る
原
動
力
に
な

っ
て
い
る
。

さ
て
、
駿
河
台
記
念
館
で
開
催
さ

れ
た
中
央
大
学
の
ク
レ
セ
ン
ト

・
ア

カ
デ
ミ
ー
の
講
座
、
「高
齢
化
社
会

に
お
け
る
福
祉
と
女
性
」
「少
子

・

高
齢
社
会
の
法
と
政
策
」
を
受
講
し

た
と
き
の
こ
と
だ

っ
た
。

最
初
の
講
座
で
は
男
女
共
生
社
会

の
第

一
人
者
で
有
名
な
中
央
大
学
教

授
広
岡
守
穂
氏
と
、
そ
の
奥
様
の
立

美
さ
ん

（現
石
川
県
議
会
議
員
）
に

出
会

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
会
に

利根川永司
(法学部)

ご用命はファックスにてお願いします
｀
      FAX 047…368-9381

― 一人の健康から地球の未来まで 一

パイロゲン取扱者安 藤 正 敏

健康飲料水 “パイロゲン"財産 ・税金 ・経営……お気軽にご相談下さい

正確さと敏速さ ′

安藤税理士で安堵致しましょう ′

1=271-0092

千葉県松戸市松戸1408松浦マンション201

あんどう財務 。税務事務所
丁EL 047-365-4374

FAX 047-368-9381
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鴻
巣
市
に
招
き
、
講
演
を
お
願
い
し
、　
　
て
し
ま

っ
た
。
４８
会
総
会
の
二
次
会
　
　
テ
ー
マ
は

「市
民
参
加
と
行
政
の
シ
　
　
か
ら
は
大
学
院
の
授
業
に
出
て
、
そ

現
在
も
親
交
が
続
い
て
い
る
。
　
　
　
　
の
席
で
植
野
さ
ん
に

「実
は
、
利
根
　
　
ス
テ
ム
改
革
」
で
あ
る
。
地
方
自
治
　
　
の
あ
と
市
ヶ
谷
校
舎
で
開
催
さ
れ
た

二
番
目
の
講
座
で
は
植
野
妙
実
子
　
　
川
さ
ん
は
私
の
生
徒
だ

っ
た
」
と
暴
　
　
で
有
名
な
佐
々
木
信
夫
中
央
大
学
教
　
　
総
会
に
出
席
し
た
が
、
す
で
に
懇
親

教
授
と
出
会

っ
た
。
４８
会
の
名
簿
を
　
　
露
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
授
に
師
事
し
、
先
生
の
推
薦
で
日
本
　
　
会
に
突
入
し
て
い
た
。
当
然
、
二
次

見
て
驚
い
た
の
は
、
な
ん
と
植
野
さ
　
　
　
つ
ぎ
に
自
分
の
こ
と
を
少
々
。
平
　
　
公
共
政
策
学
会
に
今
年

の
６
月
９

　

〈
ム
に
行
き
深
夜
に
帰
宅
。

ん
は
同
期
だ

っ
た
。
次
の
講
座
の
時
　
　
成
１２
年
４
月
か
ら
聖
学
院
大
学
大
学
　
　
日
、
白
門
４８
会
の
総
会
と
同
じ
日
に
　
　
　

」ゝ
れ
が
私
の
駿
河
台
発
の
出
会
い

に
恐
る
恐
る
聞
い
て
み
た
。
「も
し
　
　
院
政
治
政
策
学
研
究
科
で
学
ん
で
い
　
　
加
入
し
た
。
そ
の
日
は
大
忙
し
、
午
　
　
の
始
ま
り
、
只
今
進
行
中
′
　
ど
う

か
し
た
ら
…
…
」
、
同
期
生
で
先
生
　
　
る
。
現
在
、
１４
年
３
月
卒
業
に
向
け
　
　
一削
中
は
駿
河
台
記
念
館
で
開
催
さ
れ
　
　
や
ら
中
央
大
学
と
の
縁
は
切
れ
そ
う

と
教
え
子
と
い
う
妙
な
関
係
に
な
っ
　
　
て
修
士
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
る
。　
　
た
公
共
政
策
学
会
に
出
席
し
、
午
後
　
　
も
な
い
。
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″

″

″

案
　
２
０
０
０
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

（事
務
局
の
構
成
及
び
担
当
業
務
）

③
各
部
会
及
び
部
会
長
、
委
員
長

〈
総
務
部
会
〉
廃
止

〈広
報
部
会
〉
新
設

自
門
４８
会
会
報
の
発
行
及
び
学

員
会
報
等
へ
の
記
事
の
提
供

白
門
４８
会
慶
弔
規
定

※
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
が
改
正
部
分

（慶
事
）

２
　
白
門
４８
会
会
員
本
人
が
結
婚
し

た
と
き
、
ま
た
は
社
会
的
に
名
誉
あ

る
賞
等
を
受
賞
し
、
も
し
く
は
重
要

な
公
職
等
に
つ
い
た
と
き
は
、
会
の

名
称
で
祝
電
を
打
ち
、
記
念
品
を
贈

呈
す
る
。
た
だ
し
、
結
婚
に
つ
い
て

は
本
人
の
申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
に

限
る
。

（弔
事
）

３
　
白
門
４８
会
会
員
本
人
ま
た
は
会

員
の
配
偶
者
も
し
く
は
実
養
父
母
が
死

亡
し
た
と
き
は
、
会
の
名
称
で
弔
電
を

打
つ
。
こ
の
う
ち
、
会
員
本
人
ま
た

は
会
員
の
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
併
せ
て
現
物
を
供
え
る
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
家
族
ま
た
は
本
人
の

申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
に
限
る
。

邸
電繰醤鷲島需:吉

た結練 Шこ処理され0■ しれ

会鳳 飯略 子
②

会計監奎 移本 光子 (理
)

曇輻螂輻輻
(1ページ参照)

第 2号 議案

2001年度事業計画について

会員相互の交流 ・親睦、会の組織

強化、母校および他支部との交流を

図るため、次の活動を行う。

1.定 例懇親会の開催と各種同好会

活動の強化

2.会 員名簿および会報の発行

3.多 摩校舎植樹祭の実施 (3年 目)

4.新 規会員の勧誘

5。 中央大学学員会他支部との交流

第 3号 議案 2001年 度予算案について

平成13年 度「自F548会」予算案

第
４
号
議
案
　
白
門
４８
会
会
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

中
央
大
学
学
員
会
白
門
４８
会
会
則

※
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
が
改
正
部
分

第
６
条

（役
員
）

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

③
幹
事
　
　
　
　
５０
名
以
内

↓
６０
名
以
内

第
５
号
議
案
　
白
門
４８
会
慶
弔
規
定

の

一
部
改
正
に
つ
い
て

白
門
４８
会
事
務
局
及
び
部
会
、
委
員

会
に
関
す
る
規
則

※
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
が
改
正
部
分

平成12年度「白F月48会」決算報告書

嗜年度繰越奎
(銀行預金) 232000
(手持現金) 1● ¨
(邸使貯金)1573530

饉■
(銀行振込)  26.0∞
(郵使振普) 25,¨

臨時会費
総会パーテイー■   26● ∞0

糧植樹祭″―ティー■  51,000

験 御祝金
学員会

ム●

`けr自円48会 」2■   1lQ000
「自門48全 」3■   100000

tタゾアム,ャン■売上  100000

息
醇　臨

⑩　酬　　　　呻　　　　　　　　　　　。　
Ｗ

蜘Ш卿呻７。，‐．。４５，００。「『卿
姜待文厳費
学員会総会     lQOIXl
留学生との集い   OQO∞
年次支部協議会   1● 0∞
大口区支部会    1● ¨

件ヽ■(総会アルハイト)@50XIX●
(データ入カアルハイト  3.0∞

=告宣伝費(「学員時颯J)

に品費〈ゴム印他)

置信費

え払手数料

呻
　
　
帥
　
卿
卿
抑
獅

年ヽ度繰鑢金
(銀行預金) 745070
(邸便貯金) 327.350
(手元調金) 21.195

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ
ｍ

ｍ
　
れ
　
颯
　
”
　
狐
　
●
５０，

一̈胡　」̈枷
人件■くアルバイト〉

彙彙
名鮨作成      IQO∞

総会ハL■―■    01000。
議演会議礼     6● 000
43会キャップ制■■  52501
構樹奈パ サィー■  mm

〒192-0364東京都八王子市南大沢4-36-2

TEL.0426-77-1429

弁理士 松 岡 修 平

松岡国際特許事務所自伝 ・創作 ・詩歌集等自費出版の編集

なみきみち社

代表 榎 本 真 一

〒236‐0005 横浜市金沢区並木2‐7‐3‐610

8045‐ 785-4730



学
員
会
協
議
員
に

４８
会
推
薦
で
３
氏
就
任

学
員
会
の
本
部
役
員
で
あ
る
協
議

員
に
、
４８
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
次
の

方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た

（任
期
３

年
）
。
こ
れ
は
、
学
員
会
本
部
か
ら

４８
会
に
３
名
以
内
の
推
薦
依
頼
が
あ

り
、
幹
事
会
で
協
議
し
た
結
果
、
任

期
満
了
で
退
任
さ
れ
る
会
長

・
副
会

長
を
推
薦
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

ま
ま
本
部
の
選
考
委
員
会
で
選
任
さ

れ
た
も
の
で
す
。

安
藤
正
敏

（法

・
前
会
長
）

利
根
川
永
司

（法

。
前
副
会
長
）

佐
藤
　
菫
豆
（経
済

。
前
副
会
長
）

会
報
第
４
号
で
ご
報
告
以
後
に
入

会
さ
れ
た
新
会
員
の
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

小
野
塚
喜
代

一
さ
ん

（理
工
学
部
卒
・

茨
城
県
守
谷
町
在
住
）

田
中

（旧
姓
白
井
）
秀
夫
さ
ん

（商

学
部
卒

・
豊
橋
市
在
住
）

白
井
唯
博
さ
ん

（商
学
部
卒

・
横
須

賀
市
在
住
）

⑪
薇
⑬

事
業
部
か
ら

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録

の
お
願
い

ご
承
知
の
よ
う
に
、
全
会
員

へ
の

ご
連
絡
は
、
現
在
年
２
回
の
会
報
が

中
心
で
す
。
こ
の
た
め
ど
う
し
て
も

即
時
性
が
な
く
、
適
宜
開
催
さ
れ
る

同
好
会
等
各
種
行
事
の
ご
案
内
に
困

難
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

Ｉ
Ｔ
社
会
を
迎
え
白
門
４８
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
各
種
行

事
、
同
好
会
の
開
催
連
絡
を

希
望
さ
れ
る
会
員
の
方
々
に

は
、
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
下
記
メ
ト

ル
ア
ド
レ
ス

（横
田
幹
事
長

ア
ド
レ
ス
）
に
、
本
文
を

「白
門
４８
〈こ

と
し
て
ご
住

所

。
お
名
前
を
記
入
し
て
送

信
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
告
出
稿
の
お
願
い

こ
の
会
報
発
行
の
費
用
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に

広
告
出
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
ス
ペ
ー
ス
ー
万
円
で
す
。

お
申
し
込
み
は
広
報
部
会
長

ま
た
は
幹
事
長
ま
で
。

日
時

¨
０１
年
４
月
１２
国
内

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨

０
２
０
０
１
年
度
総
会
に
向
け
た
今

後
の
必
要
な
準
備
活
動
に
つ
い
て
。

・
総
会
開
催
準
備
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

・
役
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
次

期
役
員
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

・
総
会
開
催
通
知
に
同
封
す
る
会
報

４
号
の
作
成
状
況
を
確
認
し
た
。

日
時

¨
０１
年
５
月
１４
日
①

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

一

①
総
会
に
提
案
す
る
議
題
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

・
２
０
０
０
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

決
算
に
つ
い
て
。

・
２
０
０
１
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
に
つ
い
て
。

・
会
則
お
よ
び
慶
弔
規
定
の

一
部
改

正
に
つ
い
て
。

②
総
会
当
日
の
運
営
お
よ
び
役
割
分

担
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

日
時

¨
０１
年
６
月
５
日
の

場
所

∵
中
央
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事

¨

０
総
会
提
出
議
案

・
配
付
資
料
等
に

つ
い
て
最
終
確
認
し
た
。

②
総
会
当
日
の
運
営
お
よ
び
役
割
分

担
に
つ
い
て
最
終
確
認
し
た
。

日
時

¨
０１
年
６
月
９
日
ω

総
会
当
日

場
所

¨
中
央
大
学
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

議
事

¨

①
総
会
当
日
の
運
営
お
よ
び
役
割
分

担
に
つ
い
て
最
終
確
認
し
た
。

日
時

¨
０１
年
７
月
１２
日
内

場
所

¨
中
央
大
学
駿
河
台
記
念
館

議
事

¨

①
会
計
報
告
等
総
会
の
事
後
処
理
を

行

っ
た
。

②
会
員
の
会
費
納
入
率
の
推
移
等
を

も
と
に
、
今
後
の
維
持
・
拡
大
計

画
を
検
討
し
た
。

・
各
種
同
好
会
責
任
者
に
よ
る
日
程

調
整
会
の
開
催

・
全
学
員
会
費
納
入
者

へ
の

「暑
中

見
舞
い
」
の
実
施

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
ヘ
の
組
織

参
加

③
会
報
第
５
号
を
１０
月
に
発
行
す
る

こ
と
と
し
内
容
を
検
討
し
た
。

斎
藤
頼
範
さ
ん

（文
）

福
島

（旧
姓
石
垣
）
敬
子
さ
ん

（文
）

会費納入についてのお願い
中央大学白門48会会計部

会員の皆様には 「白門48会」の活動に格別のご高配をいただ

き、お礼申し上げます。入会金 ・会費未納の方および平成11年

度会費のみ納入済の方には 「払い込み用紙Jを 同封させていた

だきました。会の円滑な運営のためにも、会費納入にご協力い

ただきますようお願い申し上げます。       .

なお銀行振込ご利用の場合は、下記までお振り込み願います。

わかしお銀行 阿佐谷支店 普通預金7459559

「自門48会 会計 国領義男」

白門48会連絡先
住所 ・勤務先変更、新規会員紹介、お問い合わせ等、何でも

ご連絡ください。
白門48会幹事長 横 田 禾J久

中央大学市ケ谷キヤンパス総合事務室勤務
TEL.03…5368‐3511

FAX.03…5368…3515

Eメ ール nkyu@tamaiS・ Chuo u.ac.ip
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